
野々市市監査公表第６号 

 

 

地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199条第 14項の規定により、野々市市長から監

査の結果に基づき措置を講じた旨の通知があったので、別紙のとおり公表する。 

 

令和８年７月 31日 

 

野々市市監査委員 東 田 敏 彦  

 

野々市市監査委員 中 村 義 彦  

 

１ 定期監査 

（１）措置通知があった年月日  令和８年７月 29日 

（２）措置を講じた部局等    秘書課 

（３）監査結果の公表年月日   令和８年２月 26日（野々市市監査公表第２号） 

（４）監査の結果及び措置の内容     

監査の結果（指摘事項等） 措置の内容（改善等内容） 

支出事務 

概算払いによる旅費において、精算がな

い場合の処理を失念している事例が複数確

認された。秘書課作成の「旅費の手引き」で

は、精算がない場合は旅行命令簿の備考欄

に「過不足なし」と記載し、支出担当者が精

算確認印を押すこととされているが、担当

者がこれを失念したものと思われる。また、

出張から数か月を経て過払による歳出戻入

がなされていた事例もあった。これは、今

回の監査資料を確認する際に精算の失念に

気付き処理を行ったため、遅延が発生した

とのことだった。 

概算払いは精算によって完了することか

ら、支出手続の透明性および事後確認のた

め、精算の有無を確認することは必須であ

る。改めて「旅費の手引き」の周知徹底を図

るとともに、失念を防ぐため定期的に精算

の実施を確認することを求める。 

 

 

 

 

毎年の事務説明会にて精算事務が

必須であることを説明するとともに、

定期的にグループウェア掲示板にて

精算の実施を呼びかける内容の案内

を掲出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



支出事務 

出張の際の家族等による送迎車賃の計算

方法が誤っている事例が確認された。こう

した場合には、通勤距離を差し引いた実走

行距離に単価を乗じて算出するという計算

方法であることを秘書課から口頭説明によ

り確認したものの、秘書課作成の「旅費の

手引き」に明記されておらず、文書として

の根拠資料が整備されていない。 

「旅費の手引き」は、今年度の旅費条例

改正に合わせて改訂されたが、従前の手引

きと比べ情報量が減少している。例月出納

検査における伝票確認時においても、運用

に統一性が欠けていると思われる事案が見

受けられるため、職員間の解釈の相違を防

ぐためにも、問い合わせが多い事例を中心

に具体例を加筆するなどして内容を充実さ

せることを検討されたい。  

 

旅行命令簿の記載例や自家用車を

利用した場合の旅費の計算方法、その

他よくある問い合わせについて手引

きに記載します。 

今後も手引きに記載する必要があ

る内容が生じた場合、随時手引きを更

新します。 

 


